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問題：保育所保育指針（2017年告示）では，全職員が協力し，創意工夫のもとに食育を推進するとさ

れている。保育所栄養士が他の職種と連携し，専門性を活かして業務を遂行するためには，子どもに

関する理解が欠かせない。しかし，栄養士資格取得の課程には子ども理解に関する学習が十分に含ま

れておらず，保育所で食育を担う際には，子どもとの直接的な関わりを通じて理解を深める必要があ

る。近年注目される『見せる厨房』（ガラス張り調理室）は，子どもの食への関心や食行動に肯定的な

影響を与えるとされているが，その効果は栄養士や調理職員にとっても重要であると考えられる。本

研究では，ガラス張り調理室が設置されている保育所の現地調査を行い，その可能性と課題を検討す

る。 

方法：ガラス張り調理室が設置されている東京，埼玉，新潟の５か所の保育所を訪問し，食事時間前

後の観察，施設長，リーダー格の栄養士へのインタビューを行った。 

結果と考察：どの施設長も，ガラス張り調理室の設置意図として①子どもと調理職員の交流促進，②

調理職員と保育職員の一体感形成，③調理過程や食材を直接見せることによる食育効果と回答した。

実際の設置場所は玄関前，ランチルーム横，保育室横など施設ごとに多様であった。栄養士の回答に

よれば，食事時間以外の子どもの姿が自然に目に入ることで身近に感じられ，調理過程を見せること

が子どもとの会話や関係構築のきっかけになっていた。また，調理過程を見られることへの抵抗感は

ほとんどなかった。一方で，調理室の設置場所や保育活動の時間的な調整によっては，当初の設置意

図が十分に発揮されない場合も確認された。以上より，ガラス張り調理室は子どもの食への関心を高

めると同時に，栄養士や調理職員が子ども理解を深め専門性を発揮するための有効な環境要素である

ことが示唆された。しかし，設置場所や活用方法を保育活動全体と調和させる工夫も求められる。 
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